
取り組みのご紹介 



チョイソコとは？ 
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・チョイソコは地域の交通不便を解消し、主に高齢者の外出促進に 
貢献するデマンド型交通。 
・従来のデマンド型交通と異なり、民間企業が事業主体となり、 
エリアスポンサーによる協賛を得ることで採算性が向上。 
・また、チョイソコは単なる運行のシステム提供に留まらず、 
高齢者の健康増進につながる外出促進の“コト”づくりを推進。 
・自治体様向けの様々なプログラムを提供するプラットフォーム 
 （MaaS）活用 

〜チョイソコの想い〜 

シンボルマークに表現されている 
「チョイソコ」の各文字は老若男女 
な人を表し、利用者の多様性を表現 
しています。 
多様な人が乗り合わせる移動により、 
外出を楽しみ、健康増進につながる… 
そのような世の中を実現していきたい 
と考えます。 運行実施時には「チョイソコとよあけ」のように 

自治体名を加え、シンボルマークに自治体名が入る 

シンボルマーク 

車両デザイン 自治体名入り 
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チョイソコのようなデマンド型交通が広まっている背景 

“買い物弱者”とも呼ばれる 

交通難民の増加 
＜主な要因＞ 

・商業集積場所の変動 
・既存公共交通の衰退 
・高齢者運転免許自主返納の促進 
 ・75歳以上運転者対象の 
  認知機能検査開始（2017年3月〜） 

過疎地域だけではなく 
都市部でも課題に 
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昨今の痛ましい高齢者事故報道増加 
により運転免許返納が加速化 

課題解決には新しい交通システムが必要 
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チョイソコの特徴① 高齢者利用に最適化された運行システム 

チョイソコは会員登録された利用者から予約を受け、 
最適な乗り合わせと経路を計算し、 

目的地まで乗り合い送迎でお運びするしくみです。 



4 

チョイソコは会員登録制で、利用時には電話での予約が必要です。 
高齢者とのコミュニケーションに優れたオペレーションにより安心運行が実現。 

①会員登録申込 

②会員証 

愛新花子 

仙人塚第3資源ゴミ置場 

裏：予約時に伝える内容 表：会員番号・氏名・最寄停留所 

会員証が 
届いたら 
利用可能 

③利用開始 

山田花子、会員番号◯◯です。 
◯◯停留所から鈴木整形外科に 
9月6日の11時頃までに行きたいです。 
同乗者はありません。 

①名前と会員番号 ②利用希望日・時刻  
③乗る場所・降りる場所 ④同乗者の有無 
を伝えます。 

お乗りになりたい30分前までに予約します。 
（予約は1週間前から可能） 

オペレーターとやりとりし 
停留所に来ていただく 
時刻が伝えられます。 

それでは 
9月6日木曜日の 
10時35分に 
◯◯停留所まで 
来てください。 

指定された日時に、 
停留所に向かいます。 

お名前 
行き先 

車が到着したら乗車し 
運転手にお名前と 
行き先を伝え、 
乗車料金を払います。 

お帰りの予約を 
することも 
できます 

停留所には看板が貼ってあります 

・世帯別ではなく個人別 
・最寄りの停留所を記載 
・緊急連絡先を記載 
・アンケートに記載 

チョイソコの特徴② 高齢者利用に最適化された運行システム 



エリアスポンサー協賛型のビジネスモデル 

（事業者・公共施設停留所） 

チョイソコは地域のタクシー会社と提携し運行します。 
エリアスポンサー（自治体や事業者）からの協賛・広告料により、 

運営費用の一部を支えていただくことで 
これまでよりも採算性高く運営を維持することが可能です。 
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自治体もスポンサーのひとつ 

チョイソコの特徴③ 
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自治体 地域事業者・病院等 

会員（地域住民） 

会員登録 
乗車予約 

協賛金 

運行主体 

コールセンター 運行システム 

地域のタクシー会社（旅客自動車運送事業者） 

乗車料金 

施設利用・購買 

エリアスポンサー 

事業主体 

配車指示・運行費補助 

停留所設置 

チョイソコは民間企業が事業主体になるのが特徴です。 
（今までの地域公共交通は自治体もしくは運送事業社が主体） 

主体的な企画や技術の投入が可能になります。 

企画・推進パートナー 

エリアスポンサー協賛型のビジネスモデル チョイソコの特徴④ 

上記は豊明市の事例です。 
ビジネススキームは 
自治体によって変動します。 
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地域密着型コミュニケーション 

実証実験を開始するにあたり、自治体様と協力し 
地域住民向け説明会を多数開催し、周知・理解を高めました。 
また、新聞・テレビ等のメディアにも多数取り上げていただき 

情報展開が加速されました。 
テレビ番組は右のQRコードから、 
またはYouTube“チョイソコ”で 
検索すると見られます。 

チョイソコの特徴⑤ 
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会員には毎月「チョイソコ通信」を郵送し、 
運行に関する更新情報をお伝えするとともに、 

“お出かけしたくなる”様々な情報を発信しています。 

エリアスポンサーのチラシも同封可能 

地域密着型コミュニケーション チョイソコの特徴⑥ 



「チョイソコ通信とよあけ版9月号」に同封している 
協賛企業のチラシ（会員に毎月発送） 

協賛企業が広告宣伝や来客増に利用 

みどり楽の湯（温泉施設） JTB（旅行代理店） パルネス前後（テナントビル） 
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チョイソコ導入のメリット 

チョイソコの特徴 

①最適経路・乗り合わせを実現する、作り込まれた配車システム 
②確実な会員管理と経験豊富なオペレーションノウハウ 
③システム・オペレーション提供だけに留まらない、 
 健康増進につながる外出を促進する“コト”づくり 

チョイソコの効果 

高齢者の外出機会創出 

公共サービスの充実 
魅力ある街づくり 

地域の店舗・病院等の集客増と 
新たなサービスの開発 

＜地域住民（利用者）＞ 

＜自治体＞ ＜事業者（スポンサー）＞ 

・自宅近くの停留所から希望に近い時間で外出できるため 
 外出機会が増え、心身の健康増進に貢献 
・近所の方と顔合わせの機会が増え地域コミュニケーションが促進 

・既存地域交通（コミュニティバス等）の不採算 
 の見直し・財政負担低減の機会創出 
・外出増に伴う健康増進が医療費低減や 
 地域経済の活性化につながる 

・移動手段確保による固定客の安定化と新たな顧客開拓 
・新たなサービスの創出 
・地域に根ざした企業のイメージ向上 

まとめ 

＋α 
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ユーザーフィードバックの活用 

豊明市にて2019年11月実施、20年1月集計発表 
・会員のうち無作為に500名を選びアンケート送付 
・70％の返答があった→関心の高さ 

運行日、時間の拡大要望が90％
を超える 
 
・200件を超える自由意見 
→即対応可能な案件、周知不足 
によるものを即時対応 
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チョイソコプロを通して見えてきたこと 

日本における 
MaaSと
は・・・ 

・主体は自治体 
 
・自助、共助、公助 
 
・寄り添い、思いやり 
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ありがとうございました 


